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10月の人口の動き

出生男26女19計45

死亡〃9ff12〃21

転入4・98川07ぺ05

転出べ25m1384・263

　

世帯数9．672

　

人口44．761

男21．392女23．369

応急復旧費5千157万円

第82回定例市議会

　

第82回定例市議会最終日は9月30日午

後2時7分再開、各委員会より審議の報告

があり、40・9風水害の心急復旧対策費を

合む、一般会計補正予算など8議案を原

案どおり可決しました。

　

こんどの風水害対策については一日も

早く査定を受け、復旧するようにすると

ともに災害復旧事業は県国で行なうよ

う要望する決議案を満場－・致で決議しま

した。また真名川、清滝川提防決壊によ

り用水路、道路の破壊の復旧工事をして

ほしいなど、陳情、請願11件を採択して

午後3時、9日間にわたる全日程を終りま

した。

　

なお補正予算における主な財源は地：方

交け税995万2千円、国の補助金2千531万

7千円、県の補助金2千921万6千円、市債

2千540万円、その他1千日9万7千円などと

なつています。

　

支出についてはつぎのとおりです。

の総務費18万4千円

　

これは40・9風水害のため、下若生子の

かたが、富田診療所へ仮人居しましたの

で、診療所の応急工事費として15万円、

統計調査費として3万2F円がおもなもの

です。

⑤民生費

　

529万8千円

　

これは40・9風水

害をこうむつだ被

災者に対しての見

舞金241万8＝F円と

簡易水道の応急工

事費として62万4

千円、あかね保育

園の開設費として

95万4千円などが

おもなものです。

⑤衛生費

　

163万8千円

　

これは風水害のときに発生した伝染病

の防疫費として155万8千円がおもなもの

です。

題農林業費2千229万5千円

　

これは下庄地区の構造改善事業費とし

て783万5千円、市道東中一稲郷線の改良

費（農免道路改良事業費）としてトF564

万円がおもなものです。農業振興費の空

中防除費i45万1千円は減額されました。

広商工費1千95万円

　

これは中小企業に対する豪雨貸付金

1：千万円と利子補給63万円などとなつて

います。

○土木費221万7千円

　

これは電話ケーブルの敷設による道路

補装費176万円と県工事負担金9万2丁円

がおもなものです。

⑤し消防費253万8千円

　

これは災害による水防資材賞と団員手

当ての234万6千円などです。

原教育費239万1千円

　

小…中学校の教材備品費目6万円と上

白、阪谷、五箇地区の中学生の通学バス

代84万7千円がおもなものです。

し災害復旧費5千157万1千円

　

田、畑、用水路、農道、頭西工などの

復旧費として1＝＝F582万6千円。市道、河

川の応急工事贅として2千534万5千円、

し尿処理場施設復旧費として670万円、

学校施設の釧目費として365万円がおも

なものとなつています。

深まる秋

　

山々は美しく紅葉し、透明な空気の中に、尾花は光り、

いわし雲は光る。これがあのいまわしい災害を与えた自然

とは思えない美しさだ。だが、さすがに風はわびしい。そ

して自然は静かに冬へ移行する

基本選挙人名簿

　

いちど見てください

　

9月15日現加で、基本選挙人名簿がっ

くられましたがこの名簿には、昭和20

年12月21日までに生れた満20才以上のか

たで、市内に9か月以上住んでいたかた

がのせられることになっています。この

新しい基本選嘔人名簿はことしの12月20

日から来年の12引9日までの間にねこな

われる選挙のときに使われます。

　

このため、11月5日から19日までの間

百役所の2階・総務課において有権者の

かたがたに見ていただくことになりまし

た。それは選挙資格があつても基本選挙

入名簿に登録されていないと投票ができ

ないからです。

　

もし、誤まつて名簿にもれていること

が允見されたときは、この縦覧期間中で

すと異義の申し立てができますっ縦覧期

間がすぎますと登録もれyこなっていても

ひ録の手続きができなくなり、選挙がで

きなくなります。いまいらど見てくださ

し％
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復旧工事すすむ
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年金で老後は安心
保険料の納入をお忘れなく

　

昭和36年4月に始められた川民且墨金

制度が近く夫婦で毎月1万円もらえこ、よ

うになろうとしています。

　

ところが届け出をしてない人、または

加人していても保険料をおさめないでい

る人たちがありますので市民課では心配

しています。老後そろつてたのしい生活

が送られるよう、国民年金に一人のこら

ぐ∩トノ・、野しこヶlyに、卜人で丿ビプかたは

たミ白ゾに翁レドバ……！、Jヽ’‘．・八．‘・・くL？’．し二二レし
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りま寸野いら、つぎの万に特に二已いごく

ださい。

　

昭和36年4川日に40才をこえていた方

は20年間、保険料を納めるのですが、

そのうち15年納めてあれば他の5年間を

不測の理由で滞納しても年金がもらえる

ことになっています。ところが昭和41年

ヤベヅ。野－グ、7゛；＝、．i、｀こ、゛、｀し：ヽ、j、にlに－c’；！1、V｝＼！人して

もらまトレビスご巧ポ閥ぎりン）となり、

期ドジバソ礼レレヤj｀i。。－j：くなります。このよ

うなことは昭和5年4月1日以前に生れ

た人のすべての方に生ずるのです。

　

明治44年4月2¶＝｜から、昭和5年4月1日

までに生れた被保険者資格のある人で、

未届けの方、明治59年4月2日から、明治

44年4月1日までに生れた人で、希望加入

している人を含め、滞納している被保険

者は十分ご注意ください。
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標馴鎬べ這

：治輦政l糾…ジ：よ・万う

　

協即ヤバの話バではH肝口39年中の火災

件数は2イトゴに言凪ぱなんと2千151万円

でした。火澗はとくに年末に多く、その

原円は｜勁川口もの収り扱いの不注意から

となつています。ことしの冬は絶対に火

災を出さないよう、お圧に次のことがら

を注意したいものです。

○電気器具

イ、レジの電灯から肘木もの使用はやめ

　

ましよう。

ロ、電気コタツは氷弔にして使いましよ

　

う。

ハ、留守にするときは、必ず差込みを抜

　

きましよう。

ち石油ストーブ

イ、使用する前に油の有無を確めよう。

ロ、石油ストーブを利川してのアブリコ

　

は危険です。

ハ、使用中に移動しないように。

ニ、燃えやすいものは近づけないように

　

しましよう。

色プロパンストーブ

イ、寝る前にかならず元栓の確認をしま

　

しよう。

ロ、ホースの占いのは取り替えましよう

⑤火鉢

イ、火鉢に応じた量の火を入れること。

ロ、留守にするときは充分に灰をかけま

　

しよう。

ハ、ひびのある火鉢の使用はやめましよ

　

う。

忘れまい火の有難さ

　　　

恐ろしさ．／

油断は禁物／

インフルエンザのシーズン

　

インフノレエンザは伝染力の強い病菌で

患者のせき、や、くしゃみといつしよに

飛びちり、次から次へと伝染します。イ

ンフルエンザにかからないため次のこと

に気をつけて下さい。

①流行する時期はできるだけ、人のこみ

　

合うところはさけましよう。

②老人や子ども、病後の人、貧血の人は

　

かぜをひきゃすいのでとくに注意しま

　

しよう。

③家族や他人にうつさないよう、かなら

　

ずマスクをかけましよう。

①外から帰つてきたときなどは、かなら

　

ずうがいをいたしましよう。

④湯ざめしないよう、夜ふかしなど不規

　

則な生活をしないようにしましよう。

そのほか疲労、睡眠不足はインフルエン

ザの巣になります。よく休養をとり、卵

黄、牛乳、いわし、にしん、肝油など、

ビタミンAとDをとること。外出のとき

は清潔なマスクをつける。なお予防注射

は必ずうけ、インフルエンザから私たち

の体を守りましよう。

インフルエンザ予防注射日程

11月25日】．00～2．00六川師小学校

12月2日1．00～2．00万終南小学校

　　　　　　　　　　　

森日小学咬

　　

3日1．00～2．00円徳寺

　　　　　

1．00～1．50宝唆ぷ小学校

　　　　　

1．50～2．30若生子小学校

　　

8日1．00～2…00阪谷公民館

　　　　　　　　　　　

畠てB公民館

　　

9日1．00～2．00下庄公民館

　　　　　　　　　　　

乾側公民館

「県民の森」を造ろう

　

福井国体を記念して

　

3年後に福井県で国体が開かれます。

これを永久に記念しようと、県緑化推進

委員会が中心となつて、福井運動公園に

「県民の森」をつくることになりました

　

この森は、県民のみなさんから庭木類

などの寄附を受け、県民のいこいの場に

しようというものです。つぎの方法で樹

木を募集していますので、ご協力をお願

いします。なお、寄附者には記念パッチ

をお贈りするとともに、樹木には寄贈者

の名前が圈示されます。

◇募集締切日昭和40年11月末日

◇募集樹木

　

ッッジ、ポプラ、カンツバキ、アカマ

　

ッ、アオキ、イチョウ、クロマツ、ケ

　

ヤキ、サクラ。ヤナギその他

くわしいことは市林務課へお問い合せく

ださい。

薗鮮頗截刑は

石器時代の大野盆地

　

大野盆地に、い

つ頃から人が住み

ついたかを証明す

る史料は、石刀と

石斧とわ鏃（やじ

り）などである。

　

蕨生中出と木ノ

本原で掘り出した

石刀は、石棒とも

いうべきもので、

すくなくとも2千年以前の経文時代の

ものであろう。大矢戸の馬塚で出土し

た石斧は、弥生文化時代の穀物の穂刈

用のものであろう。

　

越前では、lT－7～800年前には、石

器は完全に鉄製品に圧倒されて、全く

使用しなくなっているので、人野盆地

周辺では、今より2千年前後に、農耕

を主とする人が、㈲かに定着し始めた

ことを実証することができる。

　

雑草は、ほしい

ままに山野をおお

い果しない森林は

昼なお暗く、鳥獣

は思うままに繁殖

し、人煙は極めて

稀で、その数を考

える史料は皆無で

ある。

　

まだ日太の統一

国家の成立前数百年のことで、指導者

らしい者の在否も、全く不明の原始時

代であった。今の大野市街地一帯は、

「大沼」の古名の如く沼沢地であっただ

ろう。
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森広市長も一役

゛赤い羽根。募金

　

赤い羽根募金がことしも10月1日から

全国一斉に始まりました。初日には森広

市長、山本市議会議長、斉藤市社会福祉

協議会長、婦人会、福祉関係者の方々が

街頭に立って、道ゆく人に゛みなさんの

善意を社会福祉へ、と募金を呼びかけま

した。

　

この募金は12月末日まで行われますが

市のことしの共同募金日標額は114万5千

円で昨年とほぼ同額となっています。こ

れらのお金は各福祉施設、和光園、聖和

園。大野荘、日之出善隣館などに配分さ

れることになっています。

（街頭で募金を呼びかける市長）

麻奈見ちゃんら20名表彰

あかちゃんコンクール

発育の良い赤ちゃん20名の表彰式が10月

5日午後2時から市役所で行なわれました

　

この赤ちゃんは昭和38年4月1日から昭

和40年3月31日までに生れた1＝F6名の中

から選ばれたもので、ことしは前年にく

らべ健康、体重ともにゃゃ向上している

ということです。

△幼児の部

　

宇野麻奈見（寺上）、幅岸基修（春日三

区）、松田耕治（美川一区）、松田敏克（新

河原）、松山．法磨（土布子）、阿部幸江（七

板）、安川恵子（下舌）、花山忠子（下丁）

三僑いくえ（上打波）

△乳児の部

　

森本浩義（水落一）、藤原巌（四番）、宮

嶋真（寺上）、権守義則（平沢）、川崎健治

（大西出）、松井弘枝（木本領家）、長谷川

小百合（大西出）、内山剛宏（中荒井）、中

川英機、中川直機（松丸）

（よろこびの表彰式）

「うぶ声献金」をどうぞ

不幸な子らの幸福のために

　

生れながらの不具な子供、あるいは小

児まひなどで身心の自由をうばわれた不

幸な子、こんな子供たちをみんなが心を

合わせ助けあって少しでも幸福にしてあ

げようと［うぶ声献金］の運動をすヽゝめ

ることになりました。

　

母子手帳の交付や出生の川けのときに

用紙をお渡ししますから最寄の郵便りか

らお送りください。

成人病検診

みんな受けよう
11月2日1．30～2．00五箇公民館

　　

”2．30～3．30下打波集会所

　　

4日1●00～2●00小山公民館

　　

”2．10～3．00阿難祖分校

　　

8日10．00～11．00森目小学校

　　

／／11。10～12．00富田公民館

　　

”1．00～2．00蕨生小学校

　　

”2．30～3．30田野道場

　　

9日1．00～2●00乾側公民館

　　

”2．10～3．00中丁集会場

　　

10日1．00～2．00中保分校

　　

／／2．30～5．30庄林分佼

　　

11日9．30～10．30木本分校

　　

”11．00～12．00五条方分校

　　

”1．00～2．00上庄公民館

　　

”2．30～5．30吉分校

　　

15日10．00～11．30曙城東会館

　　

”1．00～2．30下庄公民館

16日、17日1．00～3．00大野保健所

　　

22日1．30～5．00若生子小学校

調理師試験
◇願書受付11月5日まで

◇試験日11月28日午後1時

◇ところ有終南小学校

◇受験資格中学佼卒業以上で、2年以

　

上調理の業務に従事したもの。

くわしいことは大野保健所へ。

テントを無料でお貸しします

　

大野郵便局では集会用のテントを市民

のみなさんに無料でお貸ししています。

このテントは運動会、子ども会。キャン

プなどのときに使われるものです。

　

ご希望のかたは大野郵便局保険課（電

話6－3100）の窓口へお申し込みを。

M．見賓島
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を

得
な
い
。
▼
い
の
ち
な
き
石
に
さ
え
愛
情
を
抱

く
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
人
情
の
機
微
に
も
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
筈
だ
。
そ
れ
が
未
り
有
の

災
宍
に
泣
く
人
た
ち
を
横
日
で
見
て
の
所
業
と

あ
ら
ば
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
べ
き
行
為
で
は
な

い
。
V
詩
人
尾
崎
喜
八
は
、
「
秋
の
流
域
」
と
題

し
て
、
わ
が
娘
栄
子
に
与
え
る
詩
に
、
自
然
の

風
物
に
寄
せ
る
人
間
の
美
し
い
真
情
を
ま
ご
こ

ろ
こ
め
て
歌
っ
た
。
路
傍
の
石
こ
ろ
一
つ
に
さ

え
好
も
し
い
名
が
っ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、

自
然
の
風
景
の
中
に
、
水
を
み
っ
け
た
時
の
喜

び
、
そ
れ
は
素
朴
な
純
な
古
代
の
人
た
ち
の
信

仰
に
も
似
た
深
い
心
の
喜
び
を
、
栄
子
よ
、
決

し
て
忘
れ
る
な
よ
と
諭
し
た
▼
郷
土
に
産
す
る

球
状
せ
ん
緑
岩
（
菊
紋
石
）
は
確
か
に
珍
ら
し

い
。
巾
文
化
財
保
護
委
0
会
が
、
去
る
七
月
真

名
川
足
谷
一
帯
を
市
文
化
財
の
指
定
と
し
た
の

が
却
っ
て
ア
ダ
と
な
っ
だ
感
が
あ
る
が
、
地
元

民
と
よ
く
話
し
合
っ
て
今
後
の
保
存
保
護
に

当
っ
て
ほ
し
い
。
▼
と
同
時
に
現
今
流
行
の
×

×
ブ
ー
ム
と
い
う
浅
薄
な
世
相
に
乗
ぜ
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
真
の
愛
石
家
、
真
の
自
然
の
風
物

を
曖
し
、
郷
土
愛
護
の
優
し
い
心
を
も
っ
奥
ゆ

か
し
い
人
間
に
な
り
た
い
も
の
だ
。
文
化
の
日

を
迎
え
る
に
当
っ
て
特
に
思
う
。
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